
-6m岸壁(突堤)(改良）200m

浮桟橋(C)(改良）１基

-6m岸壁(Ｉ) 83m

漁港施設用地 7,500㎡

道路(Ｉ) 300m

-4m岸壁(A)(改良）220m

-6m岸壁(C)(改良）290m

道路（U)(改良）1,400m

浮桟橋（改良)３基

-7.5m岸壁(改良）200m

-10m岸壁(改良）150m

長崎地区（長崎県長崎市） 特定漁港漁場整備事業計画

事業の目的
水産物の安全で安定した供給を行うための衛生管理型荷さばき所や耐震を考慮した岸壁や流通経路である輸送施設の

整備、また有事の際の防災機能を背後に有する耐震強化岸壁の整備などを行っている。

地区の概要

長崎漁港は、長崎市に位置する我が国最西端の特定

第３種漁港であり、三重地区及び長崎地区からなる。

東シナ海、五島列島周辺海域を主漁場とする大中型旋

網漁業や以西底びき網漁業、沿岸漁業等の生産拠点と

して、また全国の主要消費地へ出荷する水産物の陸揚

げ港として発展しており全国でも有数の水産物流通拠点

である。

事業内容

・主な事業量：衛生管理型荷さばき所（改良）２棟

－６ｍ岸壁（B)(改良）490m

－６ｍ岸壁（C)(改良）290m

－４ｍ岸壁（A)(改良）220m

浮桟橋(改良）３基

臨港道路(琴海線）2,180m ほか

・事業費 ：33,535百万円

・事業主体 ：長崎県

・事業期間 ：平成23年度～令和５年度

鮮度管理 鳥獣侵入

・外気と遮断されていないためセリまでの温度管理、乾燥防止の必要性がある。
・鳥類の進入を許しており鳥の糞害がある。
・雨ざらしの陸揚げ作業であり衛生管理上問題がある。

雨水対策

位 置 図

鳥の糞

外気と直接接触

長崎漁港：三重地区

-6.0m岸壁（B）(改良）490m

荷さばき所２棟

道路(V) 400m

長崎漁港


